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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

庭園ガイドツアー
は、当面の間、お休
みをいただいており
ます。 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ →検索 

「公園へ行こう！」 
見てね！ 

 

→ 検索 

秋のはじまり、赤く染まるころ 

 

第１１３号 

窓口前に、アル

コール消毒液をご

用意しています。

手指の消毒に、ご

利用ください。 

 

 

 

東京都では、社会に長年尽くしてこられた高齢

者を敬愛し、長寿をお祝いするとともに、広く都

民の方々に福祉についての関心と理解を深めてい

ただくため、老人週間（9 月 15 日～9 月 21

日）に高齢者の方を対象に、各都立施設を無料公

開し、小石川後楽園でも毎年、多くのみなさまに

ご利用いただいております。 

 今年は、新型コロナウイルス感染症感染拡大防

止のため、『老人週間』の無料公開を中止させて

いただきます。みなさまの、ご理解とご協力をお

願いいたします。 

 早いもので、もう、９月になりましたね。みなさ

まは、今年の夏をどんな風に過ごされましたか？こ

れからやって来る秋が、気持ち良く、楽しいことも

たくさんの毎日になると良いな！と願います。 

 さて、さて、もし、「あなたが想う日本の原風景

は？」と、問われたら、みなさまはどんな景色をイ

メージされますか？ 

 満開の桜が映り込む水鏡の田んぼ、縁側に置かれ

た蚊取り線香と麦わら帽子、黄金色に染まった棚田

の夕日、雪に覆われた茅葺の集落などなど、数えき

れないほどの風景が挙げられそうです。 

 頭(こうべ)を垂れる稲穂と、その周辺を彩る真っ

赤な“ヒガンバナ(彼岸花)”、初秋の小石川後楽園

には、そんな“日本の原風景”を想わせ、郷愁を誘

う景色が広がります。 

 その名のとおり、毎年、お彼岸のころに咲き出す

ヒガンバナは、別名“マンジュシャゲ(曼殊沙華)”

と呼ばれます。ヒガンバナの原産地は中国大陸、そ

の昔、薬用や、飢饉をしのぐための救荒植物として

日本に伝わったともいわれています。鱗茎に毒があ

るので、モグラやノネズミなどの被害から守るため

に、田畑の周りに植えられることもあったといいま

す。田んぼのあぜ道などでよく見かけるのは、その

名残かも知れませんね。開花状況は、ホームページ

やツイッター、お電話などでお知らせいたします。 

 ９月も半ば、少しずつ秋の気配が増してくるこ

ろ、都心ではなかなか見ることのできない景色を、

ぜひお楽しみください。 

 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、

現在、都立９庭園でも「東京版新型コロナ見守りサ

ービス」を運用しています。当園では、窓口前にＱ

Ｒコードを設置していますので、ご来園の際にはご

活用ください。 

 実りの秋、行楽の秋、イロイロな秋！みなさま、

気をつけて素敵な秋をお過ごしくださいね。 

2020年『老人週間』中止のお知らせ 

都立９庭園を訪ねる小さな旅 
～その壱 水辺を巡る～ 

 東京都には、それぞれに特徴のある 9 か所の都立庭

園があります。吹く風も心地よくなる季節、今回は庭園

と水辺を巡る小さな旅のご紹介です。 

 汐留駅から徒歩７分ほどで大手門口に着ける「浜離宮

恩賜庭園」は、東京湾に面した潮風も感じることができ

る庭園です。国の特別名勝・特別史跡にも指定され、徳

川将軍家の別邸「浜御殿」とも呼ばれています。 

 

 左の絵は、初代歌川広重

の『名所江戸百景 芝うら

乃風景』、画面右側の海に

張り出した緑と石垣の部分

が現在の浜離宮、左側に描

かれているのは“澪標(み

おつくし)”と呼ばれる水

路標識だそうです。 

 歴代将軍により何度かの

造園と改修工事が行われ、

１１代将軍家斉の時代に、

ほぼ現在の姿の庭園が完成

したといわれています。 

 ８代将軍吉宗の時代には

園内で、当時は大変めずら 
しかった象も飼われていたのだとか。 

 周辺の再開発が進み、将軍たちでさえも見ることので

きなかった景色も味わえる浜離宮恩賜庭園を出て、浜松

町駅を目指して進むと、駅に隣接するように「旧芝離宮

恩賜庭園」があります。 

 こちらは、当園とともに、東京に今でも遺る最も古い

大名庭園のひとつです。園内の大泉水に架かるのは“西

湖の堤”、建造物にもご興味のある方は、当園の“西湖

の堤”とも、ぜひぜひ見比べてみてくださいね。 

 旧芝離宮恩賜庭園を出て海側に進むと、今年、新たに

誕生した WATERS 竹芝、ここから水上バスに乗って、

浅草やお台場方面へ足を延ばしてみるのもお薦めです。 

 その昔、江戸っ子たちは、橋や舟で隅田川を渡り、向

島界隈を訪ね、日帰り旅も楽しんだといわれます。 

 そこで、今回は欲張って「向島百花園」までご案内！ 

 

 向島百花園は、今から

約二百年前に開園した草

木観賞を中心とした花園

で、先にご紹介した浜離

宮、旧芝離宮とは、まっ

たく違った表情をしてい

ます。 

 右の絵は、二代歌川広

重の『東都三十六景 向

しま花屋敷七草』、初代

園主が力を入れた秋の七

草も代々受け継がれてい

ます。 

 当時、江戸で活躍した

文人墨客たちも集った庭 

園は、これからの季節、ススキやハギが見ごろを迎え、

この絵のような風景にも出会うことができます。 

 残暑の疲れを癒しつつ、のんびりと歴史ある庭園や水

辺の散策はいかがですか？(各庭園や水上バスの詳しい情報

は、ホームページやツイッターをご覧ください。) 

《『名所江戸百景 芝うら乃風景』『東都三十六景 向しま花屋敷七草』 
ともに国立国会図書館デジタルコレクションより》 

 


